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皆様には、新たな期待と希望を持っ
て、健やかに新春をお迎えのこととお
喜び申し上げます。

昨年は能登半島地震をはじめ、大規
模自然災害が国内で多数発生しました。
犠牲となられました方々に深く哀悼の
意を表するとともに、被災地の一日も
早い復興を祈念いたします。近年、日
本各地でこうした自然災害が多発して
おり、市議会といたしましても改めて
災害に対する危機感を強く持ち、今後
も災害に強いまちづくりに向けた取組
を進めてまいります。

市議会では行政側からの「前大和市
長による公共施設関連工事のやり直し
指示に関する第三者調査報告書」の報
告を受け、「前市長による公共工事のや
り直しに関する調査特別委員会」を開
催し、ガバナンスを強化しコンプライ
アンス意識を高める新たな体制を構築

することや、市民への説明責任を果た
すため、多様な広報を使用して今回の
調査結果を公表すること、新たにこど
もの城及びやまと公園の第三者調査を
行うことなどを行政側へ要望しました。
今後は、新たな第三者調査の結果も踏
まえ、引き続き真相究明のために議論
を尽くしていく所存です。

また、本市の最重要課題の一つであ
る基地問題について協議する委員会の
名称を 「基地対策特別委員会」 から 「基
地政策特別委員会」へと変更しました。
引き続き市民の負担軽減に向けて、基
地に起因する諸問題や今後の運用につ
いて、注視してまいります。

どうか本年も、本市議会への御支援
と御協力をお願い申し上げますととも
に、皆様の御健勝と御多幸を祈念しま
して、新年の御挨拶といたします。

　　　　　　　　　　令和７年１月

年頭の御挨拶
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新年あけましておめでとうございま
す。市民の皆様におかれましては、つ
つがなく新しい年をお迎えのこととお
喜び申し上げます。改選からもう２年
が経ち、新市長となって新たな総合計
画と大和市にとって大きな変化が起き
る年となる新年を迎えました。

相変わらずロシアによるウクライナ
侵略の影響、また中東における戦闘行
為からの物価高や円安等、国内の政権
与党過半数割れ、アメリカ大統領の交
代等が国内外の経済に影響を与えてお
り、先行きを楽観視できる状況ではあ
りません。国も市も対策に取り組んで
いるところですが、当然、この先も本
市の財政に与える影響も不透明だと思
います。

市長としてしっかりと精査した選択
と集中で予算を組み、３月議会に上程

されると思いますが、市長がどのよう
な予算を組むのか、しっかりとチェッ
クをしなければならないと考えており
ます。これからの状況を分析して、持
続可能な事業・予算を再構築する必要
があり、少子高齢化・人口減少社会に
対応できるような準備をしなければな
りません。

二元代表制の責務を果たし、大和市
議会第一会派として、行財政運営に共
同して責任を負っている議会の役割を
深く自覚しなければならないと考えて
おります。今年も広く市民の皆様と意
見交換をし、神奈川県議会や国会と連
携しながら行政側に働きかけ、市政を
動かしてまいります。

本年も変わらぬご指導をお願いいた
しまして、新年のご挨拶とさせていた
だきます。　

綿密に精査した選択と集中　
　　　　　持続可能な予算編成を

市民の幸福第一の　
　　　　　施策の提案、実現を！

自由で明るい大和市へ　
　　　　新年も市民の皆様と共に

明けましておめでとうございます。
公明党市議団は、小さな声を聴く力で
直接市民の声を聴きながら、福祉・教
育・環境・防災・街づくり等、本市の
課題解決に向け、市行政に対して、数
多くの要望活動、施策の提案をしてま
いりました。
　令和６年度においても、公明党が推
進した事業が数多く実現しました。
　福祉ではコーディネイターを配置し、
複合的な課題解決に総合的な支援体制
の整備・充実のため「福祉ここから相
談窓口」の設置、大和市社会福祉協議

明けましておめでとうございます。
新年にあたり、皆様の日ごろのご支援
に心より感謝を込め、年頭のごあいさ
つをさせていただきます。

私ども「自由クラブ」は市民の皆様
と共に生き、共に自由で明るい大和市
の未来を実現していくという使命を念
頭に活動を進めております。

現体制との関係においては議会と行
政における二元代表制を意識しつつも、
大和市の新たな歩みを着実なものとす
るために、そしてこどもから高齢者ま

会に「大和市成年後見支援センター」
を開設、６５歳以上等の方へ新型コロ
ナワクチン費用の助成。
　子育てにおいては、産後ケアの充実
のための訪問型、通所型に加えて「宿
泊型」を実施、先進医療に係る不妊治
療費用の助成、ヤングケアラー等がい
る家庭にヘルパーを派遣し家事・育児
支援を実施。
　教育においては、デジタル連絡シス
テムを導入しアプリ等で小中学校から
家庭への連絡が可能に、物価高騰の影
響を受けている学校給食の食材費の一

で誰もが居場所と出番のある、明るく
元気な地域社会を実現するために、し
っかりと支えていく所存です。

また長期にわたって私たちの生活を
直撃している物価高に加え、今後非常
に厳しい状況が見込まれる市の財政や
市立病院の経営に対しては大胆に取り
組みを進め、将来にわたって本市が暮
らしやすく安心・安全なまちとなるよ
う努めます。

同時に、まちの賑わいの創出や南部
地域の発展、福祉の充実や超少子高

部補助の実施。
　街づくりでは、幅広い年代をターゲ
ットにした「スポＧＯＭＩやまとカッ
プ２０２４」を開催、ゆとりの森の整
備では、駐車場３か所のキャッシュレ
ス対応の実現、文化・スポーツでは、

「うまいもの市」の再開。
　行政、消防では、ＡＩ活用による職
員の業務の効率化、高機能消防指令装
置の導入を実現しました。
　本年も公明党市議団は、どこまでも
市民の幸福第一の施策の提案、実現に
努めてまいります。

齢・人口減少社会への取り組みについ
ても行政と切磋琢磨しつつ全力で取り
組んでまいりますので、本年も皆様か
らのよりいっそうのご指導とご支援を
賜りますようお願い申し上げます。

結びに、新成人ならびに二十歳を迎
えられた皆様に、心よりのお祝いを申
し上げますと共に、全ての方々にとり
まして、健康が守られ、実り多き年と
なりますよう心よりご祈念いたしまし
て、新年のご挨拶とさせていただきま
す。　

公 明 党

自 由 ク ラ ブ

自民党・新政クラブ

古木　邦明 西田　恵美

赤嶺　太一

中村　一夫

河端恵美子

河内　孝彰

鳥渕　　優

渡辺　伸明

青木　正始

町田　浩文 福本　隆史

井上　　貢

小倉　隆夫

金原　忠博

町田　零二

山田己智恵

木村　賢一

吉澤　　弘
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新年あけましておめでとうございま
す。２０２４年は、元旦に石川・能登
半島を襲ったＭ７．６、４月には高知
県、愛媛県でＭ６．６の地震が発生し
ました。今後３０年の間に首都直下型
の地震の確率は高まっていますが、誰
一人取り残さない備えのためには平時
の準備が必要です。支援や配慮の必要
な方に対しての共助と公助の体制作り

新年の訪れを嬉しく思います。市民
の皆様がより良い一年を過ごせるよう
力を尽くしたいと考えます。

虹の会が一貫して申し上げてきた通
り、現在は経済災害とも言える極めて
深刻な経済状況が長期化しており、こ
れに対する政府の無策に強い憤りを隠
せません。３０年続く不景気にコロナ
禍、そして隣国の戦争から端を発する

新春お祝い申し上げます。日頃から
のご支援に心から感謝いたします。

昨年は、南部で新たに「渋祭」が開
催されました。神奈川大和阿波おどり
のように長く市民に愛され続ける催し
となることを祈念いたします。

私たち立憲民主党は二人だけの少数
会派ではありますが、「市民が第一」を
信条に、地域に寄り添い議会に届かな

大和維新×ｉＲＡＩＳＥの星野しょ
うです。会派名の「ｉＲＡＩＳＥ」（ア
イレイズ）に込めた政治理念を述べさ
せていただきます。「ｉ＝独立心」「Ｒ
＝地域共同体への責務」「Ａ＝政治権力
や行政当局に対する健全な疑い」「Ｉ=
個人の創意」「Ｓ＝独立独歩」「Ｅ＝経
済的自由」自分の事は自分で決めると
いう「自由と独立心」こそ日本人の強

を具体的に進めていく必要があります。
物価の高騰は家計の負担を増大させ

ており、格差社会が拡大しています。
複雑かつ複合的な困難を抱えている方
が増加しており、包括的な支援体制を
早急に整備していくことが急務です。

神奈川ネットワーク運動は、「それっ
て政治だよ」という理念のもと、これ
まで一貫して生活と政治が強く結びつ

輸入価格の異常な高騰。一方で国民の
所得中央値は３０年前から１００万円
以上減少、出生数は７０万人を割ろう
としています。もう市民生活は限界で
す。こうした現状を映すように直近で
行われた衆議院選挙では政権与党が過
半数割れ、明快な経済政策を前面に打
ち出した政党が大きく躍進しました。
行財政ばかりを優先し、市民生活を後

い小さな声を拾うために、足を使って
東奔西走いたします。大和にお住まい
の皆様の生活環境が、より素晴らしい
未来へ繋がることを願い、大和市を目
立たぬところで支えられるよう弛まぬ
努力を続けていきます。

未来を担う子ども達や若者達が、健
やかに育まれ成長し独り立ちできる大
和。働く方や高齢者が安心して暮らせ

さの根底です。
しかし政治と行政は「税金」という

努力せずに得られ、ばら撒ける金のた
め堕落しました。

私は「１円の増税も許さない」「子供
にツケをまわさない」を信念に、日本
人の誇りと、納税者を守る為の活動を
続けていきます。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

いていること、市民の「参画」が社会
を変えていくことを訴えてきました。　　
子ども・若者が早い段階から参画して
いくことの重要性も訴えてきました。
市民と共に課題解決をどうしていくか
を考える場をつくり、市政に反映する
体制作りに力を注ぎます。

福島第一原発事故後１３年目で、初
めての試験的なデブリの取り出しが行

回しにし続けた政治の成れの果てが今
の日本の現状です。今、必要なのは徹
底した市民負担軽減と経済支援策です。
大和市では昨年、国民健康保険税の大
増税、下水道使用料の大幅な値上げが
決定されました。通貨発行権のある国
と地方では置かれる条件が違うとはい
え、あまりに市民生活を無視した急す
ぎる負担増と言わざるを得ません。

る大和。誰もが誇りを持って暮らし、
未来へ紡いでいこうと思える大和。こ
れらを目指す為に障害政策、こども政
策、経済産業政策に取り組み、環境の
保全、危険通学路の改善を実現し、道
路整備、合理的配慮の促進、災害対策、
業務のＤＸ化・庁内の横の連携の強化
等、市民利益に繋がるように一つ一つ
真摯に向き合い、行政側と議論してま

大和維新×ｉＲＡＩＳＥの村田アキ
ラより、大和市民の皆様に謹んで新年
のごあいさつを申し上げます。昨年は
本市行財政の実情について、諸々の課
題を痛感する一年となりました。わけ
ても市民の負担増を検討するに先立っ
て、あくまで現行事業の取捨選択を図
り、より効果的に資源を投下すべきで
あることは疑いありません。数多の自

われました。これは廃炉に向けた第１
歩に過ぎず、今後廃炉までどれだけの
時間がかかるか全く不明です。原発に
頼らないエネルギー政策に向けた取り
組みを、地方自治体としても積極的に
取り組む必要があります。持続可能な
未来を創るために環境問題にも取り組
みます。

今年は政治の大きな転換期になるで
しょう。政府の財布ばかりを優先し、
市民の暮らしを後回しにする政治を続
ければ社会が壊れてしまいます。私た
ち虹の会は、一貫して市民の暮らし、
事業者の営み最優先の市政運営を危機
感を持って訴えてまいります。良い新
年を一緒に創って参りましょう。

いります。
皆様の生活を支える教育・保育・介

護福祉・看護等のベーシックサービス
の従事者の処遇改善・働き方改革、大
和が抱える基地問題に影響のある日米
地位協定の改定など、国・県・市と連
携し皆様のご意見・ご要望に応えられ
るように努めてまいります。

治体と同様、将来における大幅な税収
増加の見込めないなか、持続可能な行
財政に留意しつつ、本市の魅力を向上
させる施策が肝要であると思念いたし
た次第であります。ひきつづき本年も
地方自治の本旨に則り、つねに納税者
の声を謹聴して、大和市の独自性ある
発展に力を尽くす所存であります。

今年は政治の転換期！　
　　　暮らし最優先の市政運営を虹 の 会

立 憲 民 主 党

大和維新×ｉＲＡＩＳＥ あけまして
      おめでとうございます

新総合計画と平和都市宣言　
　　　の街づくりを進めましょう

明けましておめでとうございます。
先の総選挙では自公政権与党が過半数
割れとなる状況が生まれました。これ
は裏金問題など政治と金に対する批判
とともに、賃金の引き上げなど国民生
活を最優先とする政治への転換を求め
た国民の声によるものです。何でも閣
議決定で押し通す強引な国会運営から
審議を尽くすとする議会本来の在り方

が期待されます。
２０２５年４月からは新総合計画が

すすめられます。この計画では市民の
「幸福感」と「つながり」が大きなポ
イントで、所得が上がらない経済やコ
ロナ禍などで失われた人と人、地域の
連帯といったものを再構築していく取
り組みが重要と考えます。また大和市
の人口は今後も１０年程度は微増しそ

の後、減少に転ずるとしており、北部
での学校マンモス化対策を先延ばしす
るのではなく緊急に新設にむけ取組む
必要があります。

さらに最重要課題の基地問題では欠
陥機オスプレイの点検整備、米軍ヘリ
による相次ぐ不時着事故が発生するな
ど、基地を起因とする安全への不安の
増大に加え、基地司令部を地下に設置

する強靭化が進められようとしていま
す。戦いへの備えではなく平和友好関
係の構築こそが必要と考えます。核兵
器による被害廃絶を求めた日本被団協
がノーベル平和賞を受賞したように、
核兵器廃絶を基調とした大和市平和都
市宣言に基づく街づくりを共に進めま
しょう。本年も宜しくお願いします。

日 本 共 産 党

持続可能な社会を目指して　
　　　　　　　　　市民と共に

今年も地道に 
      　 「市民が第一」

堀口　香奈

吉田　奈々

高久　良美

布瀬　　恵

村田　玲星野　翔

神奈川ネットワーク運動

石田　　裕

堀合研二郎

大波　修二

北島　康平
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市議会では、他の自治体で取り組まれてい
る先進事例について調査・研究する行政視察
を行っています。令和６年度に実施した委員
会の視察は、以下のとおりです。

　第１回定例会では、令和６年度各会計予
算をはじめ、国民健康保険税条例の一部を
改正する条例や介護保険条例の一部を改正
する条例など議案４５件、請願１件、陳情
３件、小・中学校給食費を無償化するため
の財政措置を国に求める意見書など議員提
出議案２件を審議しました。

　第１回臨時会では、監査委員の選任につ
いての議案１件、委員会提出議案２件を審
議しました。また、議長、副議長の選挙、
各常任委員会委員の選任等を行いました。

　第２回定例会では、令和６年度一般会計
補正予算など議案９件、請願２件、陳情４
件、特別委員会設置議決の一部改正など議
員提出議案３件を審議しました。

　第３回定例会では、令和５年度各会計決
算をはじめ、令和６年度一般会計補正予算、
下水道条例の一部を改正する条例、教育委
員会教育長の任命についてなど議案１９件、
陳情２件、大和市議会会議規則の一部を改
正する規則についての議員提出議案１件を
審議しました。

　第４回定例会では、大和市総合計画基本
構想の策定などを審議しました。
　第４回定例会の詳しい内容については、
次号のやまと市議会だより（２月１日発行
予定）でお知らせしますので、ぜひ御覧く
ださい。

議会運営委員会（１０月３０日～３１日）

石川県白
はく

山
さん

市　：�通年議会、予算決算の審査
方法、その他議会改革の取
組について

長野県長野市　：�議員の政治倫理に関する条
例、予算決算の審査方法、
その他議会改革の取組につ
いて

総務常任委員会（１０月１６日～１８日）
岐阜県高山市　：�わがまち防災マップについ

て
岐阜県岐阜市　：�ビッグデータ分析について
岐阜県関市　　：�データダッシュボードにつ

いて

厚生常任委員会（１０月２３日～２５日）

三重県桑名市　：�多世代共生型施設「桑名福
祉ヴィレッジ」について

奈良県奈良市　：�子どもにやさしいまちづく
りに関する取組について

愛知県豊田市　：�重層的支援体制整備事業に
ついて

文教市民経済常任委員会
　                  （１０月２３日～２５日）

大阪府枚
ひら

方
かた

市　：�インクルーシブ教育につい
て

三重県津市　　：�市民課窓口の多言語対応に
ついて

愛知県名古屋市：�庄
しょうない

内緑地スケートパークに
ついて

環境建設常任委員会
　                  （１０月１６日～１８日）

兵庫県尼崎市　：�ごみ減量・リサイクル推進
事業について

兵庫県伊
い た み

丹市　：�伊丹市庁舎×大阪・関西万
博プロジェクト　地域材を
活用した地域循環型・クス
ノキベンチについて 

愛知県豊橋市　：�豊橋市バイオマス資源利活
用施設整備・運営事業につ
いて

第 1回定例会

第１回臨時会

第２回定例会

第３回定例会

第４回定例会

２月26日～３月 22日

５月９日

６月 3日～６月 27日

８月 29日～９月 26日

11月26日～12月20日

この度、１月１日号につきまして、
逼迫する市財政や近隣他市の発行状況
等を鑑み検討を重ねた結果、発行を終
了させていただくこととなりました。

これに伴い、１月１日号の表紙写真
募集を終了いたします。これまで数多
くの作品をご応募いただいた皆様へ深
く御礼申し上げます。

なお、同じ理由で５月開催の臨時会
後に発行している６月１日号につきま
しても、発行を終了させていただきま
す。今後は、各定例会（３月、６月、

９月、１２月）の概要、結果等を掲載
する５月１日号、８月１日号、１１月
１日号、翌２月１日号の年４回の発行
となります。

にぎわいを見せる第４７回大和市民まつり

新しい清掃イベントとして開催された
　　   スポＧＯＭＩやまとカップ２０２４

初開催された渋
しぶ

祭
さい

５年ぶりに開催された大和市うまいもの市
いち

（やまとワールドフェスタと合同開催）

１月１日号発行終了に伴う表紙写真募集の終了について

（4） 令和７年（2025 年）1月１日 第 327号や ま と 市 議 会 だ よ り


